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たちだけでなく塁手燃など動鞠たちにとってむ、主主み良い
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ますど、主義時議る一方となります。

市では、こめた()'r豪華のマスターヅランJ を作成Lま

した。これをを機会仁、綴いっぱい町まちヴ〈 ηを最長める

ためのいろいろな計震をまとめてみました。
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ぺ

ほ

か

の

公

的

年

季

語

め

で

く

だ

き

い

。

一

口

…

一

一

や

め

た

人

は

も

ち

ろ

ん

、

間

同

総

年

念

へ

保

険

料

を

然

的

ぶ

れ

る

と

、

万

一

事

「
j
i
l
-
-同
i
!い
M
I
l
l
-」
加
入
す
る
は
ず
の
人
で
、
ま
だ
未
加
入
故
が
あ
っ
た
と
き
司
ま
た
病
気
に
か
か
等
殺
表
に
該
当
す
る
総
設
的
問
阿
波

i
j
i
l
-
l
i
t
i
-
-
i
i
i
i
f
i↑
i
l
i
-
-
1
t
i
i
?
i
1
J
り
同
閥
抗
年
金
法
に
定
め
ら
れ
丸
一
作
成
〈

mw拐
必

ur一
十
歳
以
前
で
、
出
雲
的

重

誌

を

量

六

草

案

る

め

で

、

妻

等

分

け

て

お

け

ば

い

や

、

芸

な

ど

が

慌

で

て

い

る

家

庭

一

子

孫

~

内

線

警

該

当

す

る

場

震

で

励

金

に

終

漁

す

る

人

ι

綴
に
あ
句
、
線
じ
つ
つ
ま
先
住
懇
で
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
ゴ
ミ
を
と
り
殺
し
ま
し
た
が
、
室
町
一
合
で
あ
っ
て
み
草
案
佼
け
ら
れ
寝
苦
高
級
一
三
ハ
詰
翌
日

て
六
十
一
一
一
義
白
人

Eが
一

一

斉

雲

で

は

ど

う

で

し

た

か

捻

…

な

か

っ

た

り

‘

去

死

亡

に

よ

り

季

語

で

、

重

言

案

一

二

容

の
丸
ω

一
?
L
V
3
を
利
用
し
て
い
ま
す
紗

Q
般
的
狭
湾
官
、
町
内
会
で
当
委
総
い
か

4
之
内
町
内
で
は
、
と
り
残
き
れ
た
…
を
芝
公
け
よ
う
と
窓
っ
て
も
、

m
議
怒
川
ず
る
人
α

q
資
産
号
義
主
総
か
せ
〈
震
に
な
っ
て
い
ま
す
が
ど
づ
で
す
か
。
ゴ
ミ
は
リ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ふ
料
支
勢

Z
た
め
に
受
け
ら
れ
な
議
初
ぬ
…
長
年
土
厚
長
前
に

ぎ
ぃ
。

A毛
勾
喜
各
義
総
警
に
三
つ
い
ぞ
d

て
て
又
又
:
、
ぷ
い
之
ろ
い
工
ろ
之
あ
脅
り
非
雲
常
に
=
き
れ

tい仁
主
出
て
三
い
ま
手
そ
す
て
。
た
芸
だ
一
で
い
と
い
屯
う
ヲ

A全
…
雪
舟
富
路
収

Eは、
雲
め
等
務
悲
三
ん
ふ
ま

f
ゆ答

Eゆ亡し
ど
与
主
が
宍
、
自
喜
分
予
で
、
宇
も
的
忽
小
干
、
す

t
す

Zか叫
護
蕗
が
装
狭
い
お
内
で
、
ゴ
ず
屯
ご
ミ
、
ミ
、
袋
禁
が
~
感
李
峨
学
で
つ
ニ
…
す
高
納
覇
繍
翼
綾
雪
ま
で

zに納容付
ず

Zるよ寺、うヴよに
fし

が
糊
暗
闘
僻
し
て
い
る
と
思
っ
て
安
心
し
て
・
旬
、
紛
思
ん
が
気
持
よ
く
協
力
し
て
く
ぷ
"
で
机
て
間
関
勺
て
い
ま
す
事
今
の
と
こ
叩
て
〈
だ
き
い
。

い
ま
し
た
が
、
統
制
明
不
尽
ぞ
総
っ
た
ほ
れ
ま
し

h~……
…
丹
ま
で
は
お
終
的
方
と
ろ
、
古
で
き
れ
い
じ
し
て
く
れ
辛
す
が

ど
よ
く
な
か
っ
た
で
す
ね
ー
そ
こ
℃
}
投
資
二
名
で
炎
潔
凶
収
を
み
て
い
今
後
如
何
と
か
考
え
令
く
て
は
い
け
ま
せ

館
総
を
料
え
て
改
め
て
説
明
会
を
開
聞
き
と
思
っ
て
い
ま
?
。
ん
ね
。

ま
し
た
の
ぞ
、
二
隠
回
目
か
ら
辻
き
ち
ん

と
で
き
て
い
ま
す
。

さ
ん
か
ら
纂
紛
惜
し
ま
す
6

な
が
〈
綴
し
ま
れ
る
名
読
を
考
え
て

く
だ
さ
い
‘

線
開
刑
さ
れ
た
方
に
は
、
h

部
九
議
n

聞やい対地

中JIIさん崎重要町内会)
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Q
斉
滋
聞
出
向
棋
は
柑
判
中
執
均
一
一
問
問
符
い
ま
す

Q
そ
の
他
、
河
か
気
づ
い
た
こ
と
が
あ

が
、
景
品
問
な
凶
か
ら
い
っ
て
ど
?
で
し
つ
ま
す
か
。

日
後
誕
の
人
は
負
担
で
は
な
い
で
す
か

6
4
?か
Q

A

帯
同
雌
一
岡
山
収
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

A
殻
日
開
は
た
い
へ
ん
と
怠
っ
て
い
ま
し

A
税
制
入
内
燃
%
で
す
が
、
資
源
開
出
向
帆
て
い
ま
す
。
た
だ
怪
火
ゴ
ミ
(
テ
レ
ピ

た
が
、
実
際
や
っ
て
み
て
、
そ
れ
ほ
ど
は
月
一
回
で
良
い
の
で
は
な
い
で
す
か
a

タ
ン
ス
・
ベ
ッ
ド
・
ソ
フ
ァ
な
ど
)
の

で

は

な

い

み

た

い

で

す

隠

絡

は

プ

ラ

ス

収

集

を

、

年

二

郎

〈

ら

い

で

も

術

で

や

チ

ゾ

グ

プ

ミ

が

笈

滋

コ

ミ

向

日

に

お

せ

っ

て

ほ

し

い

主

患

っ

て

い

ま

す

b

間
情
的
戦
資
源
の
支
払
い

問
出
向
帆
資
階
的
支
払
い
は
、
助
成
金
交

付
申
繍
砂
防
総
裁
の
会
融
機
関
に
毎
月
縁

日
ソ
込
み
ま
す
。
ま
た
附
則
収
資
擦
的
役
月
四

舎
も
各
資
源
開
出
校
問
体
代
淡
殺
か
Mm当

今
一
関
け
に
名
指
闘
の
書
い
て
い
を
い
も
の

資
源
窓
収
爽
錦
繍

年
金
積
立
金

還
光
融
資
制
度

市
叫
ん
の
努
き
ん
が
納
め
た
際
没
年
金

.
線
終
結
叶
A

在
的
保
険
料
は
後
ゑ
4
f
隊
機
、

し
か
も
お
終
日
潟
潟
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
a

そ
の
た
め
問
闘
で
は
、
し
時
年
保

険
料
町
一
部
を
、
公
務
遂
終
燃
や
市
制
叫
川
村

受
付
制
期
間
開
は
納
付
…
uu
ま
で
で
す
q

詳
し
く
は
郵
便
均
ま
で
惣
八
一
一
l

市
民
的
品
開
事
ん
内
ご
的
削
カ
ぞ
も
一
月

一
一
十
呂
か
ら
…
月
一
…
一
十
日
ま
で
に
、
ニ

受付雲寺罪悪

10泊0-12号号.13:00-16:∞



(3) 

1) -.lf 
;!:獲 iこ
し設は
た重量
。な氷

水緩
め F到
効管
家澄
約セ
霊童ン
用タ
を i
11が
え主主
る詩文
よし
7 、

!こよ
な守

J¥ ま

;先たく機(302)33綜

$ジ品ース(200cc.)5000* 

l弁ピン(1.8 ~ )555* 

水
道
が
故
障
し
た

給
水
被
畿
(
宅
地
内
的
絵
本
絞
ゃ
、

じ
ゃ
N
M

主
ど
の
給
水
制
明
日
坊
の
謙
作
吋
す

巡
は
水
滋
税
制
刑
務
が
ん
官
、
ヲ
も
の
で
小
9
G

じ
ゃ
口
約
木
も
れ
は
屯
会
マ
や
パ
ゾ

集
、
ン
の
取
り
努
え
で
な
お
り
ま
す
r

ご
家
的
燃
や
は
瑳
で
き
な
い
紋
燃
は
、

機
内
海
本
滋
ヱ
事
活
へ
後
然
、
3339V

で
く
だ
さ

石油缶(182)55本

1 m1の霊
ドラム缶(200i! ) 5本

我
孫
子
市
の
水
道
は
、
均
年
、
本
骨
子

民
地
浄
水
判
明
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
号
、

判
尚
北
台
と
久
守
家
浄
水
揚
を
会
わ
せ
、

一
日
間
関
万
九
千
ぽ
を
仇
総
本
で
き
る
能
力

を
持
つ
こ
と
に
な
号
ま
し
た
。

こ
の
波
紋
は
、
今
後
、
本
め
有
限
後
て
い
る
も
の
で
す
。

と
い
う
鋭
点
か
ら
締
法
を
心
が
け
る
と
こ
れ
か
ら
の
中
祭
器
織
は
、
殺
後
続
衡
に

十
五
万
人
分
の
品
潟
水
が
湾
総
と
な
ワ
ま
基
づ
い
た
ん
策
定
鈴
木
の
た
め
の
新
設
ん

す

。

ー

ト

や

み

木

他

如

水

地

時

棋

な

ど

の

商

品

水

管

毅

求
総
凶
同
地
地
下
水
系
と
表
w

潟
水
糸
が
あ
殺
を
、
互
に
進
仇
旬
、
貴
重
一
な
水
を
効
率
的

り

ま

す

。

に

配

水

し

、

あ

か

せ

て

後

及

率

の

出

向

上

憾
で
本
系
は
、
術
的
知
告
の
水
端
部
と
し
を
め
町
C

し
ま
す
む

て
深
井
一
戸
か
ら
取
水
し
て
い
る
も
の
で
泊
地
震
な
ど
災
答
時
め
飲
料
料
水
鋒
保
の

表
流
水
系
円
以
北
千
華
叫
ん
ふ
放
水
道
企
暗
殺
間
関
対
策
も
機
極
柏
町
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
。
浄
水
場
返
設
は
幾
度
の
溺
議
機
法
で
油
器

こ
の
ほ
か
い
い
も
、
緊
品
目
臨
時
の
た
め
水
設
き
れ
て
い
ま
す
が
‘
配
水
管
め
切
鉱
閉

居
織
と
し
て
の
深
終
日
同
も
綾
持
管
喫
し
て
な
ど
、
万
一
の
泳
常
挙
態
に
備
え
、
広

い

ま

す

。

新

刊

附

閏

な

柏

崎

淡

叫

に

の

断

水

を

時

閉

止

す

る

た

'
}
め
水
捕
時
は
江
戸
山
川
め
水
の
潟
水
な
め
、
校
開
明
弁
の
簿
外
訟
を
…
行
い
ま
す
G

ど
に
よ
号
、
金
縁
関
か
ら
の
dmx
水
い
か
で
こ
れ
か
ら
も
、
水
の
有
効
部
地
求
、
効

き
な
い
場
合
、
北
九
州
内
+
閉
め
よ
う
な
水
率
的
遂
飼
い
い
よ
り
、
安
定
給
水
と
狩
鴬

不
思
ぬ
の
総
務
者
く
り
か
え
き
な
い
よ
う
、
持
の
給
水
体
制
的
内
線
笈
に
努
'
カ
し
て
い

非
常
時
吋
に
使
紛
す
る
た
ぬ
機
持
管
理
し
き
ま
す
。

※3基本水章受(20が!2力、月)の場合の
i日使用料金は34F9
※平均使用水養護(44m'/2か丹}の場合の

!日使用料金は79円
ニん毒:ときは

水遊部へ
争じゃロの構造争

事sU悲してきたとき
嘩号|越Lていくとき

@授い問、 Jj(jlUd安わないとき

事後F持者または所有事ぎの名緩がかわるとき
骨そのほか愛媛主義げがあるとき

帯*も ~l 告発見したとき

我孫子1684
官 84-0111
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{生)

離しい 本溝 議官早見

事ヰ 金[[鵠問地 ‘tt" 

2，000向

2，110 

2，220 

2，330 

2，440 44 

2，550 45 

2，660 46 

27 2，770 47 

28 2，880 48 

49 

50 

51 

新しい料金の計算法

料金

総 LP¥j 基玉水建

毒芝 府 I 訂正之-fJメートルまてゆ

議事 主戸

はか月分)
B苦手056年4}ヲ i日数定

^ "長田ヨ正雄 i ゆ" ^ M哩盟主鯛“

4.980 

5，110 

5，240 

5‘370 

5，500 

5，630 

5，760 

5，890 

6，020 

6，150 

6，280 

6，410 

66 

67 

68 

69 8，150 

70 

71 

72 8，600 92 11，840 

73 8，750 号3 12，010 

74 

75 9，050 11 き5

76 9，200 告S

77 9，350 97 

78 9，500 98 12，860 

79 9，650 99 13，030 

新しい料金表i土、{変用委設の災室長を考!援して、組i品約金

区分を 5段硲{老託行3段階}ときめこまかくしました。

また、現衣l士、量7k漆料{メーター科会、}があります

が、 4月Iおからはなくなワます。

※一般用〈家援護問)科会について飼主幹に鋭気持いたします。

行列)2かfIで44m'(…後宮家庭3p今使関量)1変持jすゐ

H~撃さまのま芸会

基本料金 (水最初m1付与ふ 2，0鉛河

総浴料金21-40m'110p:]X20m'c二2，200ド]

!! 41-44m' 130内X4 m'= 520内

科会計 仁720円

2か月の料金{土、ふ720内となりますc

回国鴇

轟酬

112 



出!?署長22iE221療 11 1，車問縄県警仏
国iiif露i時尋問11Jf IIt i雪崩3222開綴は士 J言 11:11草 案時(金銭~の ! 

!11!?:!?ド日!ii;11!?作!!?iip 
!?51;ziiii iiSTj臨時iH5i則違hiiziitifislL
?if ig持;;ザ詩γiiY時ドi15[izizi許認11:
!;ijj jii:iiifi!?;11;ILl il 3F?;51点
主主署 長喜 子守iE十 議22ゑ23主主? 封雲iz霊 2 5ii室戸

「ちぱ惜し桝と恒三日515izl到「「竺7T令ιJ?ii:i!?;市j汚
約ンですJ J日下戸辻村 11tt 11 611川両日一一-1'司選手蚕5114i1HP明言iH
! ;巳i!日i;主j1誌削j白白ωωi計和引!ド川!引l住;| 叫医官il!IJtIll陣監問睦7覗i問i軒軒恥:U;じ:i担!持距相!佐将iゴi!引制柑肌l陥凶防叫i副計酎~~円31 i 

護翻辺 重藍さん川(寿耕) 説き封き;れ』γ ;弓i計;出i計i議剖n丙三示元示Il孟示示IJjμ孟I孟示司BIニ可1;;引;可μ!ド匝五孟ι=ヰ4ぷ二孟ぷi戸:斗ムム十ド戸戸二づt寸十………→}……}……
2引i2日仏:LぷdjJi校長jdhiizj露関轍欄韓関臨調綿一一urz
山市警vilfifiiiii明日E三三〕い品Eziミgi
;iHiiiiHif;iiii!日itH司王主計ifi話器罰的;
1;ii:iji三iEリじHiii1ι目立制胃詰Fii?ii
刊誌引:fiH引 Ai下型宇11iprE空白川iii
uf点字iHiifJ211it寸担昨季両野町ijれ
日;4jFiji!;7fjill主語;;ji話駐日

Z Z主E芸野士喜纏

めfji;;ifig 
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霊長
んド情

(5) 

‘ら
巴増
車ノ
14eち
骨

一
一
一
定

一
明
明

ん
鍛
カ
{カワセミ科)

全
長
(
く
ち
ば
し
の
此
ん
か
ら
尾
め
北
ん

ま
で
を
、
ま
っ
す
ぐ
に
し
た
と
急
時
授

さ
吋
約
十
七
問
、
籍
制
年
〈
か
す
い
)
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
と
お
り
膏
い
時
間
、
林

町
田
棚
、
抑
協
〈
ず
み
)
色
町
胸
と
淡
、
そ

し
て
太
い
大
き
な
〈
ち
は
し
で
尾
が
短

く
、
顕
の
大
き
い
、
丸
た
ら
た
ち
り
C

ニ

ろ
に
わ
か
み
き
れ
い
な
鳥
で
す
e

体
争
議
査
に
し
て
絞
や
枚
(
〈
い
}

に
止
ま
号
、
総
隊
下
し
て
小
魚
な
Y
一を

〈
わ
え
て
、
将
び
も
と
の
稔
併
に
絞
る

勲
如
げ
を
し
ま
す
a

チ
ィ

l
y
と
い
う
銭
い
金
属
殺
の
鳴

き
声
を
織
し
な
が
ら
滋
の
本
樹
上
を
敬
一

く
綴
線
的
に
飛
ぶ
ゅ
一
と
も
特
後
で
す
。

務
流
を
同
貯
む
泌
が
汚
染
の
ひ
ど
い
や

寅
沼
で
兇
ら
札
、
繁
砧
曜
も
し
て
お
り
ま

寸
。
火
習
に
見
守
っ
て
は
し
い
鳥
で
す
B

(
写
楽
お
井
光
夫
、
文
+
持
続
敗
中
火
)

一一

ηト
一

で

、

除

dd
伐
採
子
議
護
学
校
は
、
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仙川「
一明るい難題一
t-主主E草子1¥ブテスト教会燃費量サ心
エル主主!fi!閣の型車!露五色み忽ちんから

綴童話マヴ ズホ-1..，ひさまねり関へ

4197fllの襲警ヨガありをました。
炉二襲撃重量高等学後二年、-まEの祭

祷員韓択のみなおんから、総i保育奇襲

へ、手作りおもち柏の器密聖書111切り

をましだ。

砂〈株〉総務会ミヨドリ覇軍:lt:機から、

擦係湾居留へ、レコードブレーや一

二手イヴセット…交の襲撃織があるうさま

し疋。

険主E竹Eま隠さん〈数不);(jぞう、まE

本喜義務護費へ、 と:.~p ノ-'ÉSúり軍軍需雪11

ありEましだ。

ゐ我孫子護霊祭する一機民ょっdニ軽重

苦5で、機祉のとめに5500肉0)慾i君

主1il5'つ殺しだ。

T-B事基あびよと翠霊会内、 i工銭聖書さん
芝すら、身体総重曹望書の方々 へと、 1 
万円0)霊警fせガあり殺し足。!~\!語辞書

言書苦言説話祉会で長室オコtきてい去さださき

". 
修il5らさ華事事ども会のみ主主さんか

ら、社会事醤往の絞め!こと、 17ヨ円

0)塁曹けがありEましと。

'テレホン・サービス

85-1313 

16!v I問霊長時諮っ
殺害警委霊童話設でl乱立ミく市民!こ浅

草重賞ライプラソ の棋連絡会事安本当者

終局、読書問していZきだく主さめ?号、

映写機嫌得議慾訟を汚い撲をす。

炉提司自 31'寺純白午後1s者30分か

そう59寺tニ31'寺158'1=慢な9時30分完全
ら午後賂の2閉院議

参会i讃 ml'主話連総書ill!'ll・ n会議室
惨事事態入銀 25ぞろくliIll善悪望書誉会車交の
総合は主主主義、 車高察i立憲欝議案…C逮綴しぜ

ます〕

沙級事事活法 J ¥11キfこ、(主総マ蕊
g.霊童話番号ゐ定年汚Eヨ・所草署E語
体(所幸重の警護ぞき〉奇母思議日し、 31'ヨ

58 (消印南s¥幻惑では1iID.事撃して

く主ざまさい。

惨級事事先J要請し、宣言せ 事空襲警主主員会

主主主主導主育課、 主主主需主主主菜子惚55務総

市民会畿内 n85-1511 

〈主士会事空審議遺棄〉

~.一一一九
J 棟一一ぇ
干+学賞沼探燃会辛

H苦B 31'ヨ88(空調天中i上〉
砂集合宿役所午章容99奇
φ 務総!II深緑重量 + 

T-f幸B 3湾2き8(約交中立〉

ー集会我孫子駅改札口午前8H菩

10分

二仁史刊行

rl8市伎町ー主主露首轡資制El愛護J

85事ij.34頁ガ引iJiをされ涼レ主主0

.捗鎖飽 守織犯む円〔限1El紛苦s)

験量聾干石場所 ml1:'察記事ん謹きく湾総
会室宮内}

※その{議0).，郷土11:'， I草、長撃信組

合総思議のffi~号機長努T:お求めく友之さ

し

惨E佐健 主主主薬:fffi民:ヌィI~/\-竜三

;二一管務総底意

除後援 教育書室長毒殺

b臼事事 3尽88 午後2島幸庫署演

惨事態丹野 市総会畿大ホーjし

t-入場料 4ωp司〈会長話E白馬〉

@ツ1Iノ…ト綴111現]磁

・霊童襲撃 終紀人

@曲 。ツシ←二 ri?ヴィIJ)Ji 

の耳霊験産UJ シ二ヱターミヅy'

C7J[ノート昔話幾産主
ペートヴェン

密 室霊百

CF日5民事還さん警護)

申告|立、お早め|こグ
3待16日まで
・1金戸税務署〈後定 oみ〉
鯛治産事工会議所〈緩定のみ〉

ぉ我孫子fti祭会員盟〈確定管潟県民絞〉

〈野鳥寺王立7る会〉

確 定
期・蟻襲説

砂入場券発売所市民会費君、必良

重量、筋肉雲怠など

房総い合校 教育委喜議会社会事責務

線Xft:lI長鰭現5-1511 豊富谷官日2-

7818 絡積雪害2-0505

鴻防毒事tニ総立ちIIDのさきi司書11絞殺tす

います。 i訓練罪者室望号線JIこサイレン

を芯ぞうします。

T-B時 31'ヨ守沼、我孫子主主18'1=
誇U10害事、湖北熔区午後守持お分、

1'll佐主主主ま午後39事

ンテイココ
惨笈僚会 3附68'1=誇u1(潟から

湖北訪問筏センター

t-量産量豊経理居住吉幸聖書 3月178
'憲章型車蛮奉仕草苦重量 31'ヨ24図
〈我孫子ボランチぺ?の会)

場

ゆ蹴}諒鱒

I PTA重富滋 i 
い舎予ども違陣轄を害えている時定ろうが | 

現在、経題12:絞っている綴内察

力、建設緩F号察:JJcいう湾少年罪事態
め緩隼齢化におしてP.T.Aとし

てどう蓄えていくか後研修し波です。

惨包鰐 3汚78 午後守告書お分

から3住専
..重量語島 市民会皇賞*-)し

惨田署自革 派霊童文学苦言 ~tJl l主主化

'テーマ 治会さ子ども違l立録者主導

えているのだろうか"

砂著書力oElEil 
CPTA議絡を第五霊会“導型機委重量重量〉

理唾一画一重コ
合理費者聖より…緩充実どちな、活発

主主主主要誌をする経iVll霊祭な募集しE聖

母。

特!こ、 E督経(1)15飲泌します。

惨車整憲章王宝 第1・3-5:1:護憲巳と

書官 -48綴(ij寺鰯i謀、いずれ

も午後6勝ら9ff事)

t-銭著書重空機 市主建設鐙latt

t-会熊月額悌∞阿

易型審理車 内在自え也氏

þ-~華絡先 陣龍笠宮83-3146まl':1謀、
練習会主義へおいでください。

(ffi民合警護Gl)J

園田置園 面値観健輔 醐醐編輯 糊醐富田 幽園鶴鵬

持ヲ E罵議室麓鑑 (D官罷L.."輔務
棚醐留輔 開園鍾醐 圃醐鱒瞳 醐醐盤盟 棚田理置

銅 器 全長と μ 
一三段*点、綴替 、 l 牛血 、 u
在3月 7:Jれぞ子亡よさ KJ) -L 11 
包十時ラ主主でいん主義"f.' 1 ffi 
空~霊語 、るはレ7T T I'i! 

午午絞 っ閉楽/ゆ、~~ -(主主
管敬之 汚怒ヒ 究乏いう慈
善警占 長号室 量三怠 jf
言言 塁12 翌毒患 V襲
翼察 議議滋お 1関i プ ~I
刷 E霊 fこ、も jし

L豆ltJ鱗ライブ型二
子供0)"手のみどく長持i之総重量の蒸

しみを、il5わ竺て大人!こも喜善波紋

E望書室蓄がわりとして本の野おしと、

手段伶けのお諭し会を罪書いていま

毛主。

4子冊ほどの本tJおいてil5'うまま
fj"tJ、F轄の溺成はよって 228再自の
4'ガ新王宝lこ00わりとEし疋6りで、ご

車j機ください。

惨車電話dBm議事>'<震室長ヨ0)午後3憾
だら5奇警とE喜望書士襲撃臼の守務10普き

からIE午

惨車電お婆男持 つくし霊予こミユ三テ

イ11ミ…jむ

t-罪悪い言語t主

⑮湿りをま電子@

権ゆりsご *絹み機

存足踏み2ミシン 療洋服

ダンス *賀会言語襲安材

⑥綴ってくださ思い⑨

*フコフミリ…!¥イワ 本

ぶらさガ'J!際E望書署 ネ石
油スト…ニア 本防総意義

*ミ子炉tF!lEl喜議室襲イス

砂護霊季語Iよ、 高重工器薬主主要毒殺

活保へ時約書襲切S

溝7.1<惜84-05例
〈主工会事聖書著書君〉

し唾車両極U
ごF重震葬議事哲豊詰基準憾では、織内iこ

選渇する童委主主要望会宅i':P<のとおり改

E王いきまし定。

綴F号室1<1:、この霊童銃撃建設額より
ままい賃金て?労鑓者宅配ilt'i濯すること

はでき霊長せん台

なお、パートタイマー主主どには

鴎筒額ガ決められていさ転校。

が罪事しも念t空 'f葉聖書告号機基準主琴線

金諜畳0472-54-5211
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